
茨城県における雑草イネの効果的な体系防除技術 

[要約] 

雑草イネが多発する圃場では、雑草イネ発芽後の 5 月下旬代かき、除草剤 3 回体系処理に

より雑草イネの発生が抑制され、さらに、短稈品種等の導入による効率的な手取り除草を組

み合わせることで玄米への混入及び土壌残存種子量が大幅に低減できる。 
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１．背景・ねらい 

近年、県南、県西地域を中心に発生が拡大している雑草イネは、効果的な除草技術を確立す

ることが急務となっている。そこで、雑草イネ多発圃場において、手取り除草が可能な密度（100

本/10a 以下）にまで発生を抑制させ、玄米混入率を 0.1％以下（検査等級 1 等）に低減させる

技術を確立する。 

 

２．成果の内容・特徴 

１）当該年度に発生する雑草イネは、土壌深度 5cm 以内から出芽する種子が大部分(90%程度)

である(図表略）。出芽期間は、4 月下旬(出芽始期)から 5 月下旬(出芽揃期)まで約 30 日に

わたる(図 1)。 

２）5 月下旬までに、土壌中の種子のうち 80%程度が出芽する(図 2)。出芽揃期後に代かきを

行うことで、出芽した雑草イネを埋土して防除することができる(図 2)。 

３）移植後は、雑草イネに効果のある成分を含む除草剤を 3 回体系処理(初期剤＋一発処理剤

＋中期剤)することで、代かき後に発生する雑草イネを防除する(表 1)。 

４）雑草イネ発生後の 5 月下旬代かき及び除草剤 3 回体系処理を組み合わせることで、多発

圃場でも雑草イネの手取り除草本数を 100 本/10a 以下に抑えることができる。さらに、雑

草イネより稈長の短い｢ゆめひたち｣等を作付することで、手取り除草の際に、雑草イネが

目立ちやすくなり、効率的な抜き取りが可能となる(表 2、図 2)。 

５）雑草イネ発芽後の 5 月下旬代かき、除草剤 3 回体系処理及び効率的な手取り除草を行う

ことで、雑草イネの玄米混入率は 0.1%以下に抑えられ、検査等級１等が確保できる(図 2)。 

６） 当該年度に発生した雑草イネの脱粒種子量は、圃場で検出できない程度に抑えられる（図

表略）。さらに、前年度までに発生した雑草イネの土壌残存種子は、防除前と比較して大幅

に減少する(図 2)。 

 

３．成果の活用面・留意点 

１）本成果は、県南の一部地域で発生している雑草イネ（草丈、出穂期が｢コシヒカリ｣に近

く、芒が長い）についての現地試験結果であり、生育の特徴が大きく異なる雑草イネや、｢コ

シヒカリ｣と判別のつきにくいＨ，Ｉタイプの場合はこの限りではない。 

２）雑草イネの発生を抑制するため、代かきからできる限り日を空けずに移植を行う。 

３）代かきが不十分な場合、雑草イネは埋土されずに土壌に定着する。埋土効果を高めるた

め、代かきは浅水で丁寧に 2 回以上行う。 

４）当試験で用いた除草剤以外で雑草イネに効果のある剤は、(公財)日本植物調節剤研究協

会ＨＰに掲載されているので参照する。ただし、雑草イネに効果のある除草剤であっても、

緑化期以降は効果が期待できない。初期剤は移植当日、一発処理剤は移植後 7 日頃、中期

剤は移植後 14 日頃の間隔で、除草効果を切らさないように処理する。なお、除草剤処理に

より水稲に薬害を生じることがあるので、ラベルの適用土壌、使用時期を十分確認する。 

５）手取り除草可能な密度については、長野県の試験結果による。手取り除草は雑草イネの

脱粒前（出穂 10 日後頃）までに行う。出穂期はばらつくので、数回に分けて行う。 

６）雑草イネの種子の寿命は 3 年とされるため、前年度の発生程度に応じて、防除対策を 3

年間継続して行う。 



４．具体的データ 

 
表1　体系処理した除草剤及び処理日

処理日

(移植後日数)
初期剤 ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ1ｷﾛ粒剤 5/28(+ 0)

一発処理剤 ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ・ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ1ｷﾛ粒剤 6/ 4(+ 7)

中期剤 ｼﾒﾄﾘﾝ・ﾌﾙｾﾄｽﾙﾌﾛﾝ・ﾍﾞﾝﾌﾚｾｰﾄ1ｷﾛ粒剤 6/11(+14)

　　　3回体系処理後も圃場内に雑草イネの発生は認められなかった。

注3)各薬剤処理後に薬害の発生は認められなかった。

注4)ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ1ｷﾛ粒剤（商品名：ｿﾙﾈｯﾄ1ｷﾛ粒剤)、ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ1ｷﾛ粒剤（商品名：

　　ﾎﾞﾃﾞｰｶﾞｰﾄﾞ1ｷﾛ粒剤）、ｼﾒﾄﾘﾝ・ﾌﾙｾﾄｽﾙﾌﾛﾝ・ﾍﾞﾝﾌﾚｾｰﾄ1ｷﾛ粒剤（商品名：ﾅｲｽﾐﾄﾞﾙ1ｷﾛ粒剤）

除草剤

注1）代かき日：5月26日

注2）初期剤処理前は、代かきで埋土できなかった雑草イネ以外に発芽個体は認められなかった。

 
表2　雑草イネの手取り除草量及び除草時間

除草日 抜取本数 除草時間

（月/日） （本/10a） （時間/10a/人）
8/1 +0 65.3 3.8

8/7 +6 20.6 1.3

8/11 +10 2.8 0.6

計 88.7 5.7

注1)出穂期の生育　雑草イネ：草丈106.5cm、稈長82.4cm、穂長21.4cm

　　　　　　　　　　　　 栽培品種(ゆめひたち）：草丈97.9cm、稈長60.6cm、穂長19.3cm

雑草イネの
出穂後日数

 
【H25年収穫物】 【H26年収穫物】

雑草イネ混入率 雑草イネ混入率
2.3% 0.001%

検査等級 検査等級
規格外 1等

代かき 手取り除草

→
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→ → →

5月下旬までに
出芽

→

除草剤処理

初期剤
一発処理剤

中期剤  

【耕種概要】
　品種：｢ゆめひたち｣、代かき：5月26日、移植期：5月28日
　栽植密度：12.7株/㎡
【｢ゆめひたち｣の生育】

　出穂期：8月7日、成熟期：9月20日

図2　雑草イネの防除体系及び防除効果

防除前の
土壌種子量
(深度0～5cm)

85粒/㎡
(100%)

5月下旬までに出芽した種子
66粒/㎡
(78%)

除草剤等
による

土中死滅種子

17粒/㎡(20%)

防除後の土壌残存種子
2粒/㎡(2%)

 
５．試験課題名・試験期間・担当研究室 
  水田雑草の効率的防除法の開発・平成 26 年度・作物研究室 


